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第２回重要文化財旧広瀬家住宅保存活用計画策定委員会 会議録 

 

１ 日  時 令和３年２月１７日（水）１４時３０分から１６時３０分まで 

 

２ 開催方法等 Zoom による Web 会議（新居浜市役所本庁舎３階 旧参与室） 

 

３ 出 席 者 

（１）委員 ４名 末岡 照啓 委員長、尼﨑 博正 委員、矢ヶ崎 善太郎 委員、宮本 慎宏 委員 

（２）オブザーバー 文化庁文化財第二課整備活用部門技官 稲垣 智也 

文化庁文化資源活用課震災対策部門文化財調査官 西岡 聡 

文化庁文化資源活用課震災対策部門文部科学技官 玉井 浩登 

愛媛県教育委員会文化財保護課 久米 寛和 

（３）事務局７名 広瀬歴史記念館 土岐、竹林 

企画部別子銅山文化遺産課 久葉 

教育委員会事務局文化振興課 高橋 

建設部都市計画課 秋月 

建築住宅課 川上、加藤 

（４）受託者７名 【重要文化財】株式会社文化財構造計画 冨永、渡辺、二神、大野 

【名勝】株式会社環境事業計画研究所 吉村、藤澤、白木 

 

４ 傍 聴 者 なし（非公開） 

 

５ 次  第 

（１）開会 

（２）委員長挨拶 

（３）議題 

ア 前回の概要について 

イ 保存活用計画について 

ウ 耐震診断事業について 

エ その他 

（４）閉会 

 

６ 会 議 録 

司 会 これより、第２回重要文化財旧広瀬家住宅保存活用計画策定委員会を開会いた

します。司会進行は私、新居浜市広瀬歴史記念館 土岐が次第に沿って進めさせ

ていただきます。 

司 会 

 

本委員会は、先程開催された委員会と別のものとなりまして、改めまして末岡

委員長、尼﨑委員、矢ヶ崎委員、宮本委員の４名の委員、全員にご参加いただい

ております。 

したがいまして、委員会設置要綱第６条第２項の規定によりまして、本委員会

が成立していることを確認し、ご報告させていただきます。 

オブザーバーといたしまして、文化庁 文化財第二課 整備活用部門 稲垣技

官、同庁 文化資源活用課 震災対策部門  西岡文化財調査官にもご参加いただい

ております。途中からの参加になると存じますが、同じく震災対策部門 玉井文部

科学技官にもご参加いただく予定です。 

また、愛媛県教育委員会 文化財保護課 久米様にも本市にお越しいただき、ご

参加いただいております。 

その他事務局と受託者につきましては、委員会名簿をご参照いただければと存

じます。宜しくお願いいたします。 

司 会 次に、本日の資料につきまして、確認させていただきます。お手元の資料の確

認をお願いいたします。 
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 （１）次第（Ａ４ １枚） 

（２）委員会名簿（Ａ４ １枚） 

（３）委員会設置要綱（Ａ４ 1 枚） 

（４）第１回結果概要（Ａ４ 1 枚） 

（５）資料２ 保存活用計画について（Ａ４） 

（６）資料３ 耐震診断事業について（Ａ４）でございます。 

 よろしいでしょうか。 

司 会 

 

それでは、早速議事に入りたいと存じますが、委員会設置要綱第６条第１項の

規定によりまして、末岡委員長に議事進行をお願いいたします。 

委員長 先程に続いてご審議をお願いします。 

それでは、まず議事に移る前に、文化庁の稲垣技官からご挨拶いただきます。 

稲垣技官 皆様、文化庁の稲垣でございます。新型コロナウイルス感染症の拡大で緊急事

態宣言が発令される中で、私も現地を訪れることを大変楽しみにしていたのです

が、このようなリモートでの参加ということで残念なところもございますけれど

も、広瀬家の事業自体は、インバウンドを対象とした観光出国税をを財源とした

事業として、保存活用計画を策定していただくことになっておりまして、オリン

ピックも今どうなるか分からないところがあるのですが、ぜひインバウンド対応

という視点も加味しながら、より広瀬家の活用が図られるようなものになって

いったらいいなと思っております。アフターコロナで、どういうことがインバウ

ンド向けにできるかっていうのも考えながらやっていけたらいいなというところ

でございます。今日はどうぞ宜しくお願いします。 

委員長 ありがとうございました。 

続いて、西岡文化財調査官よりご挨拶いただきます。 

西岡文化財

調査官 

 西岡でございます。広瀬家の方は、今回初めて参加させていただいておりま

す。耐震の方は、今年度が途中で、まだ先もあると思いますので、宜しくお願い

します。 

委員長 ありがとうございました。 

本委員会についても、公開・非公開を決定しないといけませんので、第１回と

同様、非公開で開催したいと思いますが、委員の皆様方よろしいでしょうか。 

（一同異議なし） 

委員長 ありがとうございます。それでは、これ以降につきましては、非公開といたし

ます。 

 （非公開部分） 

司 会 

 

末岡委員長、議事進行ありがとうございました。 

時間があまりございませんが、次の委員会の日程調整は、また改めてさせてい

ただきたく存じます。おおよその目途として、例えば７月、８月頃というような

ことでよろしいでしょうか。 

委員長 ７月頃には、新型コロナを取り巻く状況が好転し、動けるかもしれませんの

で、その時は Web 会議方式ではなく、現地開催ということで、事務局はよろしい

でしょうか。 

司 会 そのつもりでございます。 

委員長 また、皆様方に意向を確認していただければと思います。 

司 会 

 

 

承知いたしました。日程調整につきましては、改めて委員の皆様にご連絡させ

ていただきたく存じます。 

先程の名勝の委員会から引き続きまして、長時間にわたり御審議いただき、誠

にありがとうございました。 

これで第２回重要文化財旧広瀬家住宅保存活用計画策定委員会を終了いたしま

す。 

 


